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Dioscorea opposita Thunb.学 名

作 型 ヤマイモ

技 術 栽 培

１ 作型の特徴

貯蔵性が高く、しかも高温性で多日照を好み、促

成に適した品種もないために作型分化は見られず、

むしろ芋の形により栽培方法が異なるので、これを

作型とする場合もある。ごく一部の早生の長芋やと

っくり芋を用いて早堀り栽培が行われており、トン

ネル栽培やマルチ栽培も行われている。

２ 適応地域

全域

３ 栽培条件

（１）気象条件

高温を好み、発芽・生育には１７℃以上が必要と

なり、夏季多日照で昼夜の温度較差が大きい所が適

地である。耐寒性、耐乾性、耐湿性はない。

（２）土壌条件

土質は特に選ばないが、排水が良好で膨軟な土質

が適する。

５ 経営目標

（１）収量 ５ｔ／１０ａ

（２）投下労働時間 １，０００時間／１０ａ

（３）所得率 ５５％

（４）経営規模 ４０ａ

（家族労働力２人の場合）

栽 培 技 術

１ 品種と特性

我が国では昔から山野に自生する自然薯（ジネン

ジョ：ｎ＝２０）と栽培されるヤマノイモ （ｎ＝

７０）は直接の類縁種ではない。栽培種のヤマノイ

モは長芋、いちょう芋、大和芋の大きく３つの群に

分けられる。

＜長芋群＞生育が早く、短い期間に収量があがる。

草勢・耐病性は強いが、大和芋と比べ収量は多い

が水分が多く粘りが少ない。

＜いちょう芋群＞短根で土層の浅い土地にもできる

が長いもに比べ草勢・耐病虫性・耐乾性は弱い。

＜大和芋群＞生育に長期間を要し、気温も高めが適

するが乾燥に弱い。草勢・耐病性とも弱いが、粘

りが非常に強く品質も３群中でもっともよいとさ

れる。

２ 繁殖

無性生殖であり、成芋を分割した切り芋か、むか

ご、あるいは成芋の小切片（３０ｇ程度）を１～２

年養成した子いもを１００～１５０ｇに切って種芋

とする。種芋は、貯蔵中に罹病したものや傷いもな

どを除き、病害虫に汚染していない、太りのよいも

のを選ぶ。種芋の大きさは、７５ｇ以上あればよい

341



とされるが、１００ｇ以上が望ましい。種芋の所要

、 ， （ 、 ）量は ３ ５００株植え 畦幅９０㎝ 株間３０㎝

で４５０Ｋｇ程度である。

種芋を分割する場合、切り口に殺菌剤を塗布し、

、 。２０～２５日間日干しし 切り口をコルク化させる

３ 圃場準備

長芋はいもが長いので、耕地が深く均一な土質

で水が停滞しないことが重要である。トレンチャー

で１ｍほど深耕し、ながいもの肥大しやすい土壌を

造成するとともに、土壌の膨軟化によって収穫作業

を容易にする。

４ 施 肥

生育中期の吸肥量が多くなるので、追肥に基肥以

上の重点を置き２回行う。

施肥基準量（成分量） （㎏ ）/10a

OＮ Ｐ ０ Ｋ2 5 2

長 基 肥 ２５ ３０ ２０

芋 追 肥 １５ ２０

合 計 ４０ ３０ ４０

大和 基 肥 ２０ ２５ ２０

芋 追 肥 １０ １０

合 計 ３０ ２５ ３０

５ 催 芽

発芽には高温（切りいもの不定芽の形成は２５～

３０℃の温度で促される）を必要とするので、暖地

以外では催芽をして種芋の発芽所要時間を短縮す

る。

催芽は２５～３０℃の床温と７０％の湿度で１５

～２０日程度であり、不定芽がダイズ大になったら

定植する（地温が１５℃以上になったころが植え付

け適期 。）

６ 植え付け

分割法では３月下旬～４月上旬で生育適温に達し

てから、畦幅７０～７５ｃｍ、株間３０～３５ｃｍ

であらかじめトレンチャーで深耕したした位置に植

え付け、１０ｃｍ程度覆土する。

７ 管 理

葉の受光面積を多くするため、支柱をたてる。

支柱は長いほど良く、長芋の場合で２～３ｍの高

さのネット状に組んで用いる。

除草は、吸収根が浅いので根が傷まないように６

月（芋の肥大開始期 ）までに終え、麦わらをしく）

などして草の繁茂を防止する。

地這栽培もあるが、受光体制をよくするために支

柱栽培とする。支柱は高いほど良く、合掌式にたて

ネットなどで栽培する。

８ 病害虫防除

ながいもがネコブセンチュウに侵されると、外見

・品質を悪くするため、殺センチュウ剤やクロルピ

クリン剤などで土壌消毒による被害防止をおこなう

か、２～４年の休閑圃場を用いる。

、 、茎葉に発生する主要病害はハシブ病 タンソ病で

多雨により発生が助長される。薬剤による防除効果

が高く、発病期の予防散布が効果的である。

９ 収 穫

収穫は茎葉が黄化しはじめる９月から開始する

が、充実した芋を収穫するには、降霜後に行う方が

よく、冬から春にかけて堀り上げるとよい。長芋は

トレンチャーや山芋掘り器で堀り上げるが、植え付

けの際長芋収穫器をを斜めに差し、その中に長芋が

入るように種芋を植え、収穫器ごと収穫する方法も

ある。

１０ 貯 蔵

ヤマノイモの貯蔵温度は１２～１５℃で、停滞水

、 、のない暗いところに 深さ３０～６０㎝の穴を掘り

芋をつみ重ね、その上にわらを敷き、１５～３０㎝

覆土して雨水が入らないようにする。
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